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国
民
健
康
保
険
税
の
税
率　

　
お
よ
び
賦
課
限
度
額
の
改
定

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
し
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
助
け
合
う

制
度
で
す
。
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
負

担
す
る
保
険
税
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

保
険
給
付
に
掛
か
る
費
用
の
状
況
な
ど
を

考
慮
し
、
安
定
し
た
保
険
運
営
の
た
め
に

必
要
な
税
率
改
定
を
行
い
ま
す
。

❖
税
率
改
定
の
内
容

　

下
表
の
と
お
り
、
次
の
内
容
で
改
定
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
税
率
改
定

は
増
収
目
的
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
資
産
割
税
率
の
引
き
下
げ

　

平
成
26
年
度
改
定
に
引
き
続
き
、
段
階

的
に
資
産
割（
※
１
）を
引
き
下
げ
、
固
定

資
産
の
有
無
に
よ
る
差
を
縮
小
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
影
響
分
を
所
得
割（
※
２
）税

率
に
求
め
ま
す
。

②
賦
課
限
度
額（
※
３
）の
引
き
上
げ

　

現
在
の
賦
課
限
度
額
は
国
の
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
加
入
者
の
所
得
に
応
じ

た
適
切
な
負
担
で
運
営
さ
れ
る
保
険
制
度

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
医
療
保
険
分
以

外
の
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の　
　

　

保
険
料
率
な
ど
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上

の
全
て
の
方
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

た
医
療
制
度
で
す
。

❖
４
月
か
ら
の
保
険
料
率

　

保
険
料
率
は
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

高
度
化
な
ど
の
影
響
に
よ
る
１
人
当
た
り

の
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た

項目 改正前 改正後 比較増減

医療保険分
（全ての被
保険者）

所得割率   7.2％   7.4％    0.2％

資産割率 15.0％ 10.0％ ▲ 5.0％

均等割額 23,000 円 23,000 円 −

平等割額 29,000 円 29,000 円 −

賦課限度額 510,000 円 510,000 円 −

後期高齢者
支 援 金 分

（全ての被保
険者）

所得割率   1.9％   2.1％     0.2％

資産割率   3.0％      0％ ▲ 3.0％

均等割額 　7,000 円 7,000 円 −

平等割額 　5,000 円 5,000 円 −

賦課限度額 140,000 円 160,000 円 20,000円

介護保険分
（40歳 以 上
65歳未満の
被保険者）

所得割率   1.5％   1.6％     0.1％

資産割率   3.0％      0％ ▲ 3.0％

均等割額 7,000 円 7,000 円 −

平等割額 6,500 円 6,500 円 −

賦課限度額 120,000 円 140,000 円 20,000円

低所得世帯に対する
軽減割合 ７割・５割・２割７割・５割・２割 −

め
、
２
年
に
一
度
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
な
ど
は
、

均
等
割
額（
※
４
）が
４
万
３
、２
０
０
円
、

所
得
割
率
が
８
・
54
％
、
賦
課
限
度
額
が

57
万
円
と
、
平
成
26
・
27
年
度
と
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

❖
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
軽
減
措
置

　

所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
均
等
割
軽
減

の
う
ち
、
５
割
、
２
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、

軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
の
基
準
が
拡
充

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
９
割
、
８
・
５
割
軽
減
や
所

得
割
軽
減
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
資
格
を
取
得
す
る
前
日
ま
で
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
保

険
料
軽
減
措
置
は
、
平
成
28
年
度
も
継
続

さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　 

　
税
率
改
定
な
ど
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

税
務
課　

市
民
税
係
☎（
21
）５
１
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

税
務
課　

市
民
税
係
☎（
21
）５
１
１
３

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０
２
８（
６
２
７
）６
８
０
５

表：国民健康保険税の改定内容

用
語
解
説

※
１　
資
産
割
…
加
入
者
の
当
該
年

　

度
の
固
定
資
産
税
額
に
応
じ
て
加

　

算
さ
れ
る
額

※
２　
所
得
割
…
被
保
険
者
の
所
得

　

に
応
じ
て
加
算
さ
れ
る
額　

※
３　
賦
課
限
度
額
…
賦
課
さ
れ
る

　

保
険
税（
年
額
）の
上
限
額

※
４　
均
等
割
額
…
加
入
者
１
人
当

　

た
り
が
等
し
く
負
担
す
る
額

は
、
主
に
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
差
出
人

に
各
担
当
者
が
直
接
回
答
を
し
ま
す
。
回

答
は
基
本
的
に
担
当
課
の
判
断
と
な
る
た

め
、
市
長
宛
の
も
の
と
比
べ
る
と
迅
速
な

対
応
が
可
能
で
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
く
ら
し
の
情
報
」

や
「
市
の
情
報
」
な
ど
の
各
ペ
ー
ジ
下
部

に
お
問
い
合
わ
せ
ボ
タ
ン
を
設
け
て
い
ま

す
。
そ
ち
ら
か
ら
、
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
専

用
フ
ォ
ー
ム（
右
図
参
照
）に
入
力
し
、
市

へ
の
要
望
や
お
問
い
合
わ
せ
を
簡
単
に
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ほ
っ
と
ト
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

　

市
政
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

市
民
と
市
長
が
直
接
話
し
、
意
見
交
換
を

行
う
の
が
「
ほ
っ
と
ト
ー
ク
」
事
業
で
す
。

市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
に
対

し
、
そ
の
場
で
直
接
お
答
え
し
ま
す
。

　

ほ
っ
と
ト
ー
ク
事
業
は
毎
年
各
地
域
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
「
第

２
次
日
光
市
総
合
計
画
」
に
定
め
ら
れ
て

い
る「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
」を
テ
ー

マ
に
、
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
書
広
報
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
広
聴
事
業
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
他
に
も
、
隔
年
で
実

施
し
て
い
る
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

や
、
市
が
行
う
事
業
に
対
し
て
市
民
の
意

見
を
事
前
に
聴
く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
聴
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
事
業
と
広
聴
事
業
に
つ
い
て

　

市
は
、
各
種
計
画
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
内
容
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
の

が
広
報
事
業
で
す
。
現
在
、
広
報
に
っ
こ

う
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
、
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た

デ
ー
タ
放
送
な
ど
、
複
数
の
媒
体
を
使
っ

て
広
報
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
い
の
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
が
行
政
か
ら
の
一
方
通
行
と
な

り
、
市
が
目
指
す
市
民
と
行
政
の
協
働
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
か

ら
の
市
に
対
す
る
意
見
や
提
案
、
要
望
な

ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
広
聴
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ほ
っ
と
メ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

　

郵
送
や
メ
ー
ル
な
ど
で
市
や
市
長
へ
の

意
見
を
受
け
付
け
、回
答
す
る
の
が「
ほ
っ

と
メ
ー
ル
」
事
業
で
す
。

　

市
長
宛
に
送
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

全
て
市
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
そ
の
後
、

市
長
が
各
担
当
部
局
へ
回
答
案
の
作
成
を

指
示
し
、
作
成
後
に
内
容
を
確
認
・
修
正

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
１
カ
月
以
内
を
目

安
に
、
差
出
人
へ
回
答
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　

担
当
課
宛
に
送
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て

図：ほっとメール入力フォーム

平成27年度のほっとトークの様子

くわしくは
秘書広報課　広報広聴係　☎21-5135

市の広聴事業について
　お知らせします


